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発 行 

栗生公民館 

栗柄町 3096-1 

TEL45‐3701 

館長 羽紫尚美 

日 時 内 容 

２日 火 13:00 体験「男性ヨガ教室」 

３日 水 15:00 わくわく・学び教室 毎週水曜日 

６日 土 13:30 スマホ教室(主) 毎月第１・３土曜日 

  15:00 栗研の会 

７日 日 9:30 町内会 幹事会  

１０日 水 12:30 大人のお茶教室(立礼式) 

  15:00 わくわく・学び教室 

１３日 土 9:00 イルミネーション 準備 

  10:00 社協「フレイル予防」講師 平成大学 奥田様 

  13:30 子どもマナーお茶教室 

１４日 日 10:00 イルミネーション 準備（予備日） 

１５日 月 14:20 「虫送り太鼓」クラブ(小学校)、お茶クラブ（小学校）ｸﾙﾄﾋﾟｱ 

１７日 水 11:00 スマホ教室「全国版救急アプリ…」 デジタル庁 

  15:00 わくわく・学び教室 

１８日 木 17:00 虫送り太鼓教室 

２０日 土 13:30 スマホ教室(主) 毎月第１・３土曜日 

  17:00 クリスマス会 

  18:00 点灯式  ～1 月 9 日まで点灯 

２３日 火 栗生小学校・２学期終業式  

２５日 木 栗生消防団・年末特別警戒～２７日(土)  

２８日 日 公民館休館～１月５日まで  

１月の主な予定 

１０日 土 18:00 イルミネーション 撤収作業 

２４日 土 9:30 安否発信システム【町内会】  

  13:00 安否発信システム【町内会】  

裏面へ続く 

公民館利用時間 

開館時間 

  ９：００～２１：００ 

  日、月、祝日は、休館 

職員勤務時間 

火曜日～土曜日 

  １３：００～１９：００ 

利用につきまして、 

・登録して、年間使用 

・単発の会議などに使用 

・各種団体の使用 

※教室の詳細につきましても

お気軽にお問合せください 



栗生保育所の作品  

◎１１月１５日(土)～クルトピア栗生祭・１日目～ 

 開会式に小学生も参加してくれたので、満席の会場でのスタ

ート 町内会主催の講演会では、講師の方が警察に勤められて

いた経験から、今気を付けなければいけない事や、裏話や体験

談を話されました、時おり笑いありの講演会であっという間に時間が過ぎて

「知らない電話は、出ない。私は大丈夫はない」って皆さん呪文のように言

って帰られました。 

講演後は、地元出身ということもあって同級生の 

方たちと思い出話に花が咲いていました。  

駐車場では、マロン薬局による健康相談・骨密度検査。「炊き込みご飯」ｂ

バザーとして、「栗赤飯」(よもぎの会)。「ピザ」・ 

「フランクフルト」(栗生スイミング)。四日市サロンは、 

手作りの壁掛け、腕抜、帽子など。午後からは室内で、 

ハンドマッサージ体験、点出し手前(子どもマナー)も行いました。 

◎１１月１６日(日)～クルトピア栗生祭・２日目～ 

 ２階の展示は、前日同様階段から版画、絵手紙(絵手紙の会)、水彩画(画友 

会、水彩画教室)、写真、保育所作品、南宮台サロン、花(生け花教室)、栗生

小１年生の作品、リボンレイ(府中リボンレイ)、花、陶芸(陶芸教室)、栗研

の会(栗生歴史民俗伝承研究会)、書道(書道教室)、四日市サロン作品、手芸

作品(いがぐり)、活動内容 (くりがらヒュッゲ)など。 

 駐車場では、小学校ＰＴＡによる「射的コーナー」  

ハーバリュウムでクリスマス飾りを作ろう（山岡さん）  

うどん亭（いがぐり）、カレー屋（キッチンおがわ）  

前日に続いて、四日市サロンの手作り小物販売。  

１３時からの演芸発表は、虫送り太鼓、詩吟教室、  

舞踊部、民舞同好会、栗生小学校、もりもり体操、三味線 (三友会)、コーラ

ス(コア・オルタンシア)。どの教室も公民館祭に向けて頑張ってくださいま

した。４月から発足した「虫送りクラブ」の担当になった花房先生も、子ど

もたちと一緒にたたいて下さり、６年ぶりに公民館祭で虫送り太鼓が響いて

大変良かったと、この地域ならではの共通の思いが会場にあふれていました。 
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毎年開催している公民館祭も２６回を数えました。６年前は  

ちょうど２０回記念で３日間もおこなわれ、にぎやかだった  

事が思い出されます。  

 いちねん、いちねん世の中が変わっていき、ついていけな  

い事も多いですが、楽しい時には笑いましょう。つらいこと  

は自分の言葉にすれば、少し軽くなるような気がします。  

演芸発表の後「よかった」って声をかけてくださる方や、  

杖をつきながら来られた方も、「又、来年来るね！」と笑顔  

で帰られる姿に実行委員さんも笑顔でした。 (感謝・感謝) 


